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〈論説〉

日清貿易研究所出身者の「立身」と教育機会 ⑵

野口　武

はじめに

　本稿は前号論文（『国際問題研究所紀要』147号）（1）に引き続き、日清貿
易研究所出身者がどのような選択肢を経て日清貿易研究所の入所に至るの
か、彼らの青年期において同時代的なテーマであった「立身出世」や、学
歴、職業遍歴といった問題に対して、明治期1880年代における社会移動
の側面をふまえながら論じたい。
　前号論文では、先行研究で整理された内容を軸に、153名程度存在した
日清貿易研究所生（以下、研究所生と略称）の出生と世代、および彼等の
出身地域を検討し、研究所生の全体を確認した。
　本稿では、前稿で検討した基礎的条件を前提として、日清貿易研究所出
身者の、①社会的身分と家業の構成について、②市町村別の出身地域移動
経路について、③教育機関に至るまでの経緯、学校卒業後の就業、軍への
志願、これら条件に及ぶ都市間の移動と学歴取得について、④これら①～
③を背景に1889年段階で荒尾精を中心に行われた各地域に対する講演活
動と、研究所生が各地域に在住する中で模索した「立身」の様相について
検討する。加えて、前稿では結論を付さなかったため、前稿で論じた内容
と、本稿の課題点を検討した上で最後に結論を述べるものとし、日清貿易
研究所出身者が研究所入所へ至る時代的背景を明らかにしてゆきたい。

（1）  （野口武　2016a）。本稿も前稿に引き続き、筆者作成の「日清貿易研究所生一覧表」をも
とに分析を行う。同表は、対支功労者伝記編纂会編（1936；1941）、葛生能世編（1936）を
もとに、日清貿易研究所参加者の一覧表を作成したものである。同表には上記三書（対支回
顧録、続対支回顧録、東亜先覚志士記伝の各下巻人物列伝）の出典一覧及び参考文献を付し
た。本稿で扱う各人物は主として上記三書に依存しているため、登場人物に対する註釈をお
さえるものとして最小限にとどめたい。同表については、（野口武　2016b）を参照されたい。
なお、本稿執筆中に日清貿易研究所の教育内容に関して、高橋正二に関する論考が石田卓生
氏によって発表されたことを表記しておく（石田　2016）。
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Ⅳ　日清貿易研究所生の社会的身分と家業の構成

１　家族上の身分

　前稿から続けて、さらに日清貿易研究所出身者の実像を具体化するため、
彼らの身分から確認してみたい。ここでは研究所生の社会的身分（1898

年の戸籍法で判断）を華族、士族、平民に分類し、あわせて家族構成上の
出身身分とクロスさせて考察してみたい。
　研究所生全体のなかから、社会的身分（戸籍上判断した身分）と家族構
成上の身分のいずれかが判断可能な人物は合計62名存在する。そのうち
社会的身分については、華族が２名、士族が30名、平民が15名（計47名）、
不明者は105名として数えることができる。また、家族身分（父親との続柄）
を見ると、長男が18名、二男が15名、三男が15名、四男が３名（計51名）、
不明者は102名を確認することができる。彼らの社会的身分と家族身分を
クロスさせて現わした表が【表４：社会身分と家族身分】である。この【表
４】をもとに、ひとつずつ確認してゆく。

【表４】社会身分と家族身分

社会身分 氏名（順不同） 長男 二男 三男 四男 不明

華族
川村景敏 ○
水谷三郎 ○

士族

右田亀男 ○
日高勝太郎 ○
牧相愛 ○
栗村顕三郎 ○
三沢信一 ○
小浜為五郎 ○
松倉善家 ○
中原毛助 ○
小池信美 ○
河野久太郎 ○
成田錬之助 ○
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社会身分 氏名（順不同） 長男 二男 三男 四男 不明

士族

青木喬 ○
楠内友次郎 ○
戸田義勇 ○
澤本良臣 ○
鳥居赫雄 ○
山崎羔三郎 ○
岡田兼次郎 ○
高橋正二 ○
甲斐靖 ○

伊地知季綱 ○
岡田晋太郎 ○
河西信 ○
角田隆郎 ○
玉置留四郎 ○
金嶋文四郎 ○
隅元康真 ○
大木熊雄 ○
飯塚松太郎 ○
末広栄二 ○

平民

堺与三吉 ○
伊東良造 ○
藤井善助 ○
森田新太郎 ○
香月梅外 ○
郡嶋忠次郎 ○
江口音三 ○
三谷末次郎 ○
白岩龍平 ○
河本磯平 ○
向野堅一 ○
岩元嘉次郎 ○
鐘崎三郎 ○
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社会身分 氏名（順不同） 長男 二男 三男 四男 不明

平民
景山長治郎 ○
平石安太郎 ○

不明

古荘弘 ○
猪田正吉 ○
渡部正雄 ○
福原林平 ○
那部武二 ○
中川義彌 ○
河北純三郎 ○
吉原洋三郎 ○
丹羽次吉 ○
秦長三郎 ○
水谷彬 ○

西村忠四郎 ○
西島良爾 ○
大熊鵬 ○

牧瀬省三郎 ○
和田純 ○
野中林吉 ○
その他

不明者は省略 89

総計 18 15 15 3 102
出所：  江島茂逸（1909）、葛生能世編（1936）、佐々博雄（1997）、対支功

労者伝記編纂会編（1936；1941）、野口武（2016b）より筆者作成。

華族・士族
　まず戸籍上の身分から見てゆくと、47名のうち30名が士族であり、少
なくとも全研究所生のおよそ20％は士族で構成されていたことになる。
　華族が２名いるが、水谷三郎は、堂上家（吉田家）三男の出自で公家の
末席に名を連ねてはいる。川村景敏は、日清戦争での功績によって男爵と
なる川村景明の長男で、研究所参加時は士族（2）の身である。実質、川村は

（2）  士族の「身分」定義については、（園田・濱名・廣田　1995：19‒21）、（菊池城司　2003：
37‒40）を参照した。
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士族の出自と捉えてよい。
　士族出身の人物の大多数は、祖父・父親の存在および家業の経歴から存
在を読み解くことができる。例えば、鹿児島出身者の人物たちは、父親が
西南戦争に参戦している。小浜為五郎（鹿児島・長男）の父・成田氏興は
維新時に勤王党に属し、陸軍大尉として官軍側に参戦したが、西南戦争時
には薩摩軍に加わり各地を転戦するも、後に免ぜられて姶良郡郡長となっ
ている。中原毛助の父・中原尚雄（鹿児島・長男）は、鳥羽、会津、台湾
出兵と転戦し、警視庁少警部となる。西南戦争で私学校党に捕縛されるが、
各地の警部長を歴任している。隈元康真（鹿児島）の父・隈元七次郎は西
南戦争にて戦死、また他の５人の弟も戊辰戦争で戦死しており、家族身分
の記載がないが、10歳で祖父から家督を継いでいるため、実質的には士
族の長男である。これら人物の祖父あるいは父親たちは、明治維新を前後
する時期において、由緒あり確固とした「士族」が「家業」であったが、
戦争の影響により身分が変動したものたちである。こうした人物たちの経
歴の特徴として、親世代の存在が、明治国家あるいは地域に対して何らか
の「貢献」を果たした人物として、研究所生の経歴に結びつけられている。
　当時の大多数であった中間層の藩士は、廃藩置県や秩禄処分による行政
の統廃合と身分制度の解体によって、従来受けていた教育機会だけでなく、
その後に続く実社会での就業先をも同時に失っていた。特に維新政権に参
加できないものは、所謂「没落士族」として失業者となっていた（3）。士族
授産として実施された金禄公債や秩禄公債の救済策は明治20年頃にはお
よそ収束していたため、子の世代となる研究所生たちは、新たに「俸給」
を得る道を自身で探さねばならなかった。
　上述した鹿児島藩士のうち、小浜や中原の父親は戦乱に遇いながらも維
新政府の「官員」に「転職」することができた、いわゆる「郡県の武士」
であった。一方の隈元一家はイエのなかで核となる父親や兄弟を失ったこ
とで「没落士族」になりかけている。
　そうした士族階層出身者の精神性には、維新後も継続的に社会を結束さ
せる力として地縁で結ばれた藩（ハン）への帰属意識（4）が要素のひとつに

（3）  廃藩置県、秩禄処分と教育制度の兼ね合いについては、（天野郁夫　2005：32‒33）。
（4）  （天野郁夫　2005：32‒33）。



－42－

国研紀要148（2016.10）

あったと考えられる。しかし、親以上の世代が社会的動乱に左右された研
究所生たちは、社会への帰属意識を持つ以前に、一家（イエ）（5）の「維持」
あるいは「再興」がより現実的な使命（ロマン）として自身の眼前に現れ
た人物たちである。
　士族のなかでも「士卒」の出自と見てとれる人物が日高勝太郎である。
彼の祖父・日高卓齋は広島の尾道で、広島―日向間における陸海品の海運
を営み、宮崎県細島港に永住した。卓齋５男の父・得一郎は、大分の天領
日田の儒者・広瀬淡窓の門下に加わり、江戸へ出郷の機会をつかむと昌平
黌に入学し、後に明誠館教授となる。このことから藩士に準じ禄給を得た。
ところが勝太郎６歳の頃、父が亡くなったために母とともに細島へ帰って
いる。日高勝太郎にとっての父の早逝は、本人の身分的地縁的帰属意識以
上に、武門の出世街道でもあった儒学エリートの「縁起」を閉ざすことに
なった意味合いのほうが強い。つまり、江戸への「上京遊学」を含めて出
世機会を失ったことになる。先に述べた隈元康真も同様の身の上として確
認することができるが、父に先立たれた人物にとって日清貿易研究所に入
学することは、ある種「立身」の航路を再度開く決定的機会であったとも
言える。
　他に士族で父が海運業に携わっていた人物として戸田義勇（二男）がい
る。父・乾吉（堅吉）は元治元年から明治初め頃まで藩の汽船長を担って
いた。義勇も父業を継いで船員となるため、東京商船学校に入学したが退
学している。
　この日高と戸田の両人に関しては、祖父・父の世代が「武士」から、い
わゆる「士族の商法」とよばれる商人として、地域社会に関わる職業＝海
運業を「家業」として選択した人物たちである。彼らの親は、官員にはな
れなかったが、維新の社会的転換期に旧藩の行政と連動していた職業から
分離された反面、職業上の社会的役割から「家業」を転じることができた。
　一方でその子供たちは、家業を継続する意識（精神性）とは別に、自身
の職業選択としても親の職業（海運業）をそのまま継続することが常であっ

（5）  『穎才新誌』を分析したキンモンスは、個人の立身主世が「国家の向上に及ぼしていく」
ようになったのは1890年代になってからであり、国家利益や地域社会への議論はしておら
ず、「家計の問題」が「家意識の強さ」にあったとする。（E. H.キンモンス　1995：73‒77）。
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た。その中で、商人としての新たな素養を身につけねばならなかったであ
ろうし、国外へ視線を向ける機会も得たと考えられる。こうした親族間の
世代をまたぐ「家業」や武家出身の「教養」育成のあり方が研究所生の個
性に影響しており、彼らの「立身出世」にはより現実的な社会条件が含ま
れていたと考えられる。

２　士族以外の存在―士族と平民の差

医業従事者
　続いて15名いる平民層を見てゆく。彼らの身分的特徴としてまず現れ
るのは、医業および商業に従事する人物たちである。医業従事者としては、
堺与三吉と三谷末次郎（三男）がいるが、堺が医師岡村某のもとで「薬局
生」として活動した記述が残されているのに対し、三谷は父・憲裕が医師
であった。より医業としての履歴が判明するのは香月梅外（二男）で彼の
家業も代々医業を営んでおり、祖父・春庵、父・恕経も従事していた。恕
経は秋月藩校訓導であり、秋月の乱に関与し、自由民権家として第一回衆
議院議員にも名を連ね、玄洋社員でもあった政治的な人物である。子であ
る梅外の経歴には、医業に従事するための素養として獲得した教育機会の
記述がない。父親が政治化した点、二男であるため家業継続を求められな
かった点などが記述されなかった条件として考えられるが、とはいえ、こ
れら医業に携わる者は当然エリート層でもあり、医業に従事することで「蘭
学」あるいは「洋学」の素養を身につけ、そのことで立身の動機を持ちや
すかった人物であったことも考えられる。
祠官
　また、社会的地位の高かった層として、祠官が２名存在する。一人は鐘
崎三郎（6）であり、もう一人は白岩龍平（三男）である。両人とも代々地域
の祠官であったが、後に日清戦争で「烈士」となり早逝する鐘崎は10歳
で父を亡くし伯父のもとへ預けられている。鐘崎については記述が乏しい
が、白岩に関しては長男が家業を継いだため、自身は若くして上京し、「苦

（6）  （納戸鹿之助　1937）。
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学」をしたことで知られている（7）。彼は兄が家業を継いだが故に、伝統家
業から離れ商業世界に身を置くことで「立身」を夢見ることができた。
商業従事者
　経歴の記述は少ないが、商業従事者の業種をまとめると、呉服商（伊東
良造・長男）、造酒業（郡嶋忠次郎・二男）、織物・製糸販売業（藤井善助）、
実業家（岩元嘉次郎・四男）、荒物商（平石安太郎・不明）、素麺業（堺与
三吉・長男）を確認することができる。伊東良造の父は呉服商・三河屋伊
東半次郎であり、幼時に母を失い、継母に弟半二郎が出生している。郡嶋
忠次郎は、代々家業が造酒業を営み、宗像・糟屋両郡きっての旧家として、
両郡内の酒税取立て、上納の管理を任されていた在郷の豪商である。前稿
でも触れたが、近江商人の出自である藤井善助は、研究所退学者でその後
の日清関係に深く関与しなかったせいか、回顧録系の史料に記載がない。
ただし彼自身が父業を受け継ぎ蓄財をなした「成功者」となったため、自
伝が残されており経緯が判明する（8）。このほか岩元嘉次郎も実業界の子で
あったことが確認できる。
　彼らは総じて、親以上の世代が幕末維新の動乱期に資本蓄積をなしえた
商業エリート層の出自である。およそ1880年代当時の商業界は、開港以
後の近代航海技術の発達と同時に、横浜や大阪・神戸を中心に居留地貿易
から直貿易へと転換し、輸出増大と市場開拓に向けて各地で動いており、
「殖産興業」のもとで1880年代後半には企業勃興期を迎える。特に1890年
代に至り、各地に試買所や商法講習所、商業会議所が設置されてゆくと、
主として都市間に居住する大店の商人、いわゆる「紳商」たちがそうした
経済空間の場に参加し、地域の経済振興に加わっていった。こうして主要
港を中心に各地域での新聞紙面などの情報媒体を通じて「商権恢復」が叫
ばれるなか、外商や華僑の存在と対峙するための「国際認識」とあわせて、
貿易港や河川整備などの「経済問題」が地域社会における商業エリート層
に共有されていった（9）。藤井がこうした新興の商人であったのに対して、

（7）  （対支功労者伝記編纂会編　1941：338）。「白岩龍平と支那問題」（1938：135‒136）。（中村
義　1999：8‒10）。

（8）  熊川千代喜編（1932）、同編（1939）。『藤井善助伝』、『続藤井善助伝』の両書とも年譜が
付いている。

（9）  （天野郁夫　2005：79‒84）。
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一方の呉服商や造酒業といった旧幕藩体制下の伝統産業に従事していた伊
藤や郡嶋らは、旧藩における体制下の経済的連動の中で、商業空間が転換
していた地域であり、地域の没落はそのまま自身の商業における危機感を
醸成するものと認識したことが考えられる。
　こうした当時の地域的経済条件と合わせて、同時期の商家の人材育成の
あり方を考察すると、その商家のルールに則って子弟を「上京遊学」させ、
旧来の手習い・算盤にはじまり最先端の地でもたらされる「洋学」の商業
技術や「国際認識」の素養を身につけさせる戦略があったと考えられる。
これは、商家が振興発展するための「商機」獲得、あるいは家業を存続維
持するためのリスク分散の手段のひとつでもあった。彼らの商家に置かれ
た「立身」を考察すると、その「使命」を手段・行為として行い得たのは、
郡嶋忠次郎や藤井善助のような維新交代時に新たな経済活動の波に乗って
資本蓄積をなし得た「富豪」商家の存在が見てとれる。
　研究所生の中にはこうした豪商の出自が存在する一方で、父・徳兵衛が
米および荒物商を営んだ平石安太郎や、父が素麺業を営み家計が貧しかっ
た堺与三吉らのような、非実業エリートの出自であった人物も研究所に参
加している。
　日清貿易研究所の存在は、こうした中間層以下の商人にとっても職業に
おける流動性を高め、より上層社会へ移動する一機会を提供した存在で
あった。そうしたなかで、研究所生たち各個人においては、家業を存続さ
せ得るかどうかの危機感とあわせて新たな経済空間に身を投じれば社会的
上昇移動する「商機」が得られるかもしれないといった期待感が各個人の
「立身」に込められたと考えられる。
農民
　農民の出自であった人物も若干名存在している。江口音三（三男）が地
主、景山長治郎が庄屋（不明）であり、向野堅一（四男）が豪農である。
このうち向野一族については、維新後に開かれた新入炭坑（後に三菱鉱業）
として親族が炭坑採掘権を有し村の顔役となるといった地域の名士層であ
る（10）。これら人物は少なくとも「親世代が子を海外に送ることができる」

（10） （向野康江　2015）。
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ような名望家（富農）層に属したと考えて良い。
　一方、小作農として確認できるのが河本磯平（11）（不明）である。江口や
景山、向野の履歴からは、富農層として在郷の名望家層の存在であったと
推定することができるのに対して、河本のように、小農層として経歴が刻
まれることは珍しい。江口については不明点が多いが、景山と河本には共
通項がある。この両者は岡山の名門校であった閑谷黌出身である。閑谷黌
は西毅一（薇山）が農民層にも教育機会を与えた学校で、荒尾精も講演活
動を行っている（12）。このため岡山県出身の景山、河本、福原、白岩龍平は
研究所に至る以前に閑谷黌を経由していた。
　ともあれ、彼ら農民出自の人物の経歴は、学問において「苦学」を果た
し、後に「成功」した人物像として叙述される。農民に関しては、生活の
安定を第一の目的として、長男格が家業・田畑を継ぎ、他の農家に養子に
出される、あるいは商家の丁稚や職人の徒弟となることがライフコースに
存在していたと考えられるが、後述するように当時勃興し始めた「教育熱」
が農民の社会的上昇移動をある程度可能にした（13）。
　以上のように、当時の地域的社会情勢と関連させて、戸籍身分と家族身
分を考慮した場合、父世代以前の家業と地域社会の影響を考慮しないわけ
にはいかない。

３　家族構成上の身分

　彼らの社会的条件を整理する上では、長男かあるいは二男以下かどうか、
家族構成上の身分も要素として考える必要がある。経歴から家族身分の判
明する人物は、長男が18名、二男以下が33名存在する。一見すると二男
以下の人物が大多数であり、士族や豪商・豪農クラスのエリート層の子弟
が研究所へ参加したように見える。また、家業と分離されやすい二男層以
下の移動の流動性が高いとも考えられる。しかし、彼らの家族関係に置か
れた社会的環境を考察した場合、彼らの存在を一概に「エリート」として

（11） （村上節子　2005）。
（12） 荒尾精の閑谷学校での遊説について、（吉崎志保子　1997：111‒112）。
（13） こうした幕末明治期の教育に対する価値観の違いに関して、天野郁夫は士族―平民、及び

平民でも特に商人―農民間では著しく異なっていたと指摘する。（天野郁夫　2005：64）。
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扱うわけには行かない。
　このうち士族の長男格について言えば、明治維新以前であればイエを世
襲し、武家家運の維持あるいは発展を考慮せねばならなかった存在である。
明治維新以後の職業選択の自由は彼らに新航路の開拓を可能にした一方
で、「家業」としての「藩士」が継続困難となり、家名存続のリスクが増大
した。先述した西南戦争の影響を受けた鹿児島士族の小浜、中原、隈元ら
は、父世代が戦乱を乗り越え、地方官僚として自身の職業を得ることがで
きたが、子の世代の彼らは自身で新たな「士官」の途、あるいはそれに準
ずる職につかねばならなかった。一方で呉服商長男であった伊東や貧乏商
人の出自である堺にとっては、家業としての商売を維持・発展させること
に加えて、士官が可能になったことで自身の出世欲を期待し得たであろう。
　二男格以下は多数を占めており、うち47名の存在は、藩士や医業従事
者といったエリート層から、商人、農民と父世代の職業には幅がある。あ
えて長男格との差異を強調すれば、二男格の存在を郷里から出郷させるこ
とで、家業の存続維持・発展再興のリスク分散を図ったことが考えられる。
当然、そうした最中、彼ら個人の出世意欲や出郷理由、社会的階層移動の
思考は異なっていたはずであるし、自身に込められた「雄飛」や「ロマン」
よりもより現実的な側面が存在していたと考えられる。
　ただし、注意すべき点は、ここで述べている事例の人物たち（47名）は、
後に何らかの形で「業績」を修め「エリート」として名を刻まれた人物た
ちである。士族であれはその家門の出自を明らかにされ、豪商や豪農であ
れば、地域社会との影響（貢献）が強調して描かれる。その他の経歴の残っ
ていない105名は、当時の日本社会で「名も無き存在」であり、研究所で
は大多数であったことは留意しておく必要がある。
　では、彼ら日清貿易研究所に参加した人物たちの出自における差異を踏
まえた上で特徴を捉えた場合、その共通項は何であったと言えるのであろ
うか。それは、出郷して郷里の外へ、「商機」を見いだそうとした者たち
であるということである。それは、彼らが日清貿易研究所に至る以前、幼
少期から青年期にかけて、旧制中学レベルの教育機会を得ている点から読
みとくことが可能である。この点に関して、次の都市間移動と学歴の問題
に焦点をあてて述べてみたい。



－48－

国研紀要148（2016.10）

Ⅴ　市町村別内訳と出自

　彼らは郷里からどのように「出郷」し、上海の日清貿易研究所へたどり
着くのであろうか。市町村別区分の分類とあわせて彼らの移動経路を確認
すると、研究所生たちは出生から青年期にかけて郷里を軸に都市間を移動
していたことが分かる。
　彼らは郷里あるいは移動した都市に在住し続けたのかというと、そうで
はない。次の【表５：出身地と移動経路】は、各個人の経歴から郷里から
都市へどのように移動したのかをまとめたものである。残念ながら、北海
道・東北・関東出身者に関しては経歴が乏しく判然としない。千葉出身の
角田隆郎や埼玉出身の関口六三郎は東京へ出ており、関口に関しては渡米
している。石川出身者は地方の町村から金沢に出ている。また岡山出身者
は閑谷黌の出身者が中心であるため閑谷を経由してからの研究所入所とな
る。最も人物を輩出した福岡は、福岡市と久留米市の都市出身者が多く存
在する。福岡市出身者が福岡に留まっているのに対して、久留米出身者は
東京や大阪の大都市を目指している。そのほかの半数以上は「村」出身者
であるが、福岡を中心に移動しており、鐘﨑三郎や河北純三郎のように「村」
から東京へ目指しているものもいる。その他にも熊本や鹿児島など九州各
県は行政府の存在する都市を経由して、東京あるいは大阪・京都へ「上京
遊学」していることが分かる。

【表５】出身地と移動経路

氏名 出身県
（順不同） 出身地 市町村別 移動地点

Ａ
移動地点

Ｂ

小池信美 福島 東白川郡柵倉町 町
河西信 茨城 水戸市 市
角田隆郎 千葉 安房郡南三原村 村 東京
関口六三郎 埼玉 秩父郡槻川村 村 東京 アメリカ
中川義弥 東京 東京市京橋区中橋和泉町 市
西島良爾 静岡 田方郡函南村 村
和田純 愛知 幡豆郡西尾町 町 半田 京都

小泉市太郎 石川 羽咋郡志加浦村 村 東京 大阪
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氏名 出身県
（順不同） 出身地 市町村別 移動地点

Ａ
移動地点

Ｂ

丹羽次吉 石川 河北郡高松村 村
山岸浅吉 石川 珠洲郡木郎村 村 金沢
那部武二 石川 江沼郡大聖寺町 町 金沢
土井伊八 石川 松任町 町 金沢
小槌芳 石川 能美郡小松町 町 金沢
藤井善助 滋賀 神崎郡北五箇荘村 村 京都
伊東良造 京都 京都市 市
秦長三郎 京都 京都市 市
水谷三郎 京都 京都市上京区吉田町 市
玉置留四郎 奈良 吉野郡十津川村 村
白岩龍平 岡山 吉野郡讃甘村 村 東京
飯塚松太郎 岡山 御野郡鹿田村 村
河本磯平 岡山 大庭郡河内村 村 閑谷
福原林平 岡山 東北條郡加茂村 村 閑谷 神戸
景山長治郎 岡山 津山町／真庭郡勝山町 町 閑谷
岡田晋太郎 広島 深津郡深津村 村 東京
日高勝太郎 広島 尾道町 町 延岡
石川宗雄 香川 那珂郡丸亀町地方村 村
沢本良臣 高知 高知市 市 大阪
永田熊麿 福岡 福岡市 市 福岡
平石安太郎 福岡 福岡市 市 長崎 福岡
太田勘太郎 福岡 福岡市 市
吉原恒三郎 福岡 福岡市 市
福井六郎 福岡 福岡市 市
岡田兼次郎 福岡 久留米市 市 京都
戸田義勇 福岡 久留米市 市 東京
猪田正吉 福岡 久留米市 市 久留米 大阪
青木喬 福岡 久留米市 市 久留米
高橋正二 福岡 久留米市 市 久留米 東京
三沢信一 福岡 久留米市 市 久留米
伊藤久米蔵 福岡 夜須郡秋月町 町
香月梅外 福岡 夜須郡（朝倉郡）三輪村 村
向野堅一 福岡 鞍手郡新入村 村 福岡
山崎羔三郎 福岡 鞍手郡山口村 村 鹿児島 京都
大石直二郎 福岡 鞍手郡新入村 村
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氏名 出身県
（順不同） 出身地 市町村別 移動地点

Ａ
移動地点

Ｂ

原田茂俊 福岡 嘉穂郡穂波村 村 福岡
桑野立生 福岡 嘉麻郡穎田村 村
鐘崎三郎 福岡 三潴郡青木村 村 福岡 東京
河北純三郎 福岡 生葉郡山春村 村 福岡 東京
佐々木卯三郎 福岡 生葉郡椿子村 村
澤江与三吉 福岡 企救郡石田村（城野村） 村
市川徹弥 福岡 御笠郡御笠村 村 福岡
河野久太郎 福岡 山門郡垂水村（三橋村垂見） 村 福岡
郡嶋忠次郎 福岡 糟谷郡篠栗村 村 福岡 長崎
堺与三吉 福岡 糟谷郡和白村 村
安川道 福岡 糟谷郡宇美村 村

倉富熊次郎 福岡 竹野郡水縄村 村 福岡
大熊鵬 福岡 竹野郡船越村 村 久留米

三沢亀太郎 福岡 御井郡北野村 村
内田英治 福岡 早良郡田島村（樋井川村） 村
大川愛次郎 佐賀 佐賀市 市 佐賀
大木熊雄 佐賀 佐賀市 市 佐賀
甲斐靖 佐賀 佐賀市 市 熊本

牧瀬省三郎 佐賀 杵嶋郡武雄町 町
西村忠四郎 佐賀 神埼郡蓮池村 村 東京
野中林吉 佐賀 神埼郡東背振村 村 佐賀
楠内友次郎 佐賀 基肄郡田代村字鳥栖 村 鹿児島 東京
水谷彬 大分 速見郡杵築町 町
末広栄二 大分 中津市 市 佐賀 熊本
牧相愛 熊本 熊本市 市 熊本
古荘弘 熊本 熊本市 市 熊本 アメリカ
右田亀男 熊本 熊本市 市 熊本
鳥居赫雄 熊本 熊本市 市 熊本 東京
藤城亀彦 熊本 熊本
松倉善家 熊本 玉名郡鍋村 村 熊本
中西重太郎 長崎 長崎市 市
渡部正雄 長崎 島原町 町 長崎
江口音三 長崎 北高来郡諫早町 町
森田新太郎 鹿児島 鹿児島市 市
岩元嘉次郎 鹿児島 鹿児島市 市
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氏名 出身県
（順不同） 出身地 市町村別 移動地点

Ａ
移動地点

Ｂ

成田錬之助 鹿児島 鹿児島市 市 鹿児島 東京
隅元康真 鹿児島 鹿児島市 市
小浜為五郎 鹿児島 姶良郡加治木村 村 東京
藤崎秀 鹿児島 姶良郡加治木村 村 鹿児島 熊本
中原毛助 鹿児島 下谷口村（日置郡伊集院町下谷口） 村 鹿児島

出所：  江島茂逸（1909）、葛生能世編（1936）、佐々博雄（1997）、対支功労者伝記編纂会編（1936；
1941）、野口武（2016b）より筆者作成。

　彼ら研究所生の地域移動を追うと、実質、郷里から都市へ、地方都市か
らさらに別の都市、あるいは大都市へと移動しており、全国的に都市間移
動を果たしていることが判明する。地方都市へ出た者のうち、縁起や財力
のあるものは、「上京遊学」先に東京や大坂の中心都市を目指していた。
こうした彼らの「青年期」における都市間の移動経歴と、1880年代の「立
身」における社会環境の条件をあわせて考察した場合、以下の点を考慮す
る必要がある。
　第一に、中・下級士族や商人らの社会的身分を考察した場合、この時期
は企業勃興期を迎えた「実業ブーム」である。明治期の商工業者は、東京
や大坂を中心に財をなす新興企業家が地域での政治的力量を獲得し、「名
望家」として議会選挙を通じて政治世界に参入してゆく。いわゆる「実業
家」として明治国家に「納税」義務を果たすことで「貢献」を果たしてゆ
くことになる（14）。より利害的には交易上の問題をめぐって商社や「商法会
議所」、「陳列所」といった場において、地域行政と実業界の関係が密にな
りつつある時代であった。そうした時期に近代学校の整備と連動して、彼
ら個人は社会的上昇移動を果たすために、貿易実務の現場を通じて「技術
習得」するだけでなく「国際認識」を高めながら学歴を求めていった。
　第二に、一方で国家教育制度の整備による新たな教育機会が出現しはじ
めた時期であった。1872年の学制公布以後、大阪や東京の大都市を中心に、
高等学校をはじめ外国語学校や専門学校などの各学校機関が各地域に相次
いで設立された。この近代学校制度が整備された時期は地域によって質・

（14） （永谷健　2007：33）。
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量ともに異なるが、とりわけ官僚任用試験の制度基盤が1887年に成立し
て国家官僚の任官基準が定められると、学校卒業者の「卒業資格」の取得
と結びついて、官僚を目指すことが同時期の学校を卒業した青年たちの「立
身」の経路のひとつとなった。そして、官僚として「国家貢献」を果たす
ことと学歴取得が結びついて、個人の「使命」として「立身」の目的が明
確化しはじめた時代でもあった（15）。
　当時の青年における都市間移動は、官僚への道あるいはより経済的社会
的地位の上昇を胸に秘めて大都市へと移動するのが「上京遊学」の目的で
あり、上述した研究所生たちの都市間移動からも、そうした社会的条件が
背景要因に存在したと考えられる。

Ⅵ　都市間移動と学歴

１　幼少時から中学校までの移動

　次の【表６：都市間移動と学歴】は、全153名の研究所生のうち、都市
間移動とあわせて判明した学歴情報を追った表である。この表から、小学
校相当の経歴を確認できるものは23名、中学校相当については52名存在
する。また、学歴保持以外にも、幼少期から青年期に、漢学や医学を通じ
た何らかの「社会的教養」を獲得しているものも確認することができる。
幼少時の教養取得
　研究所生の学歴を追う上で、同表から幼少時の経歴を判別してゆくと、
まず、両親以外の養育を受けた人物、あるいは親族間の養子に出ている人
物を確認することができる。
　士族の出である角田隆郎は、父・古八が地方委員として木更津などに出
張していたため、祖父に養育されている。父・吉顕が大参事であった岡田
晋太郎は幼少時には旧藩主阿部邸で世話になっている。両者とも、父親が
維新政権成立後に地方官職を拝命した人物であるが、彼らは旧武家社会の
父から子に対する教育機会とそれに伴い親世代に与えられた教養を得てい

（15） 官僚の任用制度と学歴について、（天野郁夫　1983：161‒168）。キンモンスは議会開設に
よる政治運動が教育団体や政治団体が青少年の「立身」に影響を与えたとする。（E. H.キン
モンス　1995：111）。
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ると見るべきである。
　先にも述べたように士族階層の出身者は一定数存在するが、角田や岡田
のように家業が安定していた人物と異なり、父との死別や両親の離縁と
いった要因によって、養子に出ている、あるいは養育を受けたものも一定
数存在する。広島尾道から宮崎延岡に移住した日高勝太郎は、父との死別
後に若くして家を継いでいる。後に漢口楽善堂にも参加する山崎羔三郎は
移動地域も多く、両親を失った後、福岡、鹿児島、大阪と学校を拠点に「上
京遊学」し、渡清に至っている。父・七次郎が藩校の準訓導であった隈本
康真は西南戦争で父兄弟を亡くしたため剣道家の祖父に養育される。この
他にも何等かの家庭環境に応じて地域間を移動した人物が出自不明者の中
に存在する。平井姓であったが、二男であったためか秦家を継いだ秦長三
郎、木山姓であったが両親の不仲によって母の姓を継いだ永田熊麿、13

歳で徳永姓から澤本姓となった澤本良臣らも個別の家族関係に左右された
人物であったと考えられる。
　これらの人物は、両親あるいは親族との死別や離縁といった個別の家族
環境によって「社会的縁由」と切り離されてしまったため、旧幕藩体制に
おいて利用できたはずのさまざまな関係性が希薄化したものたちである。
同時に旧体制下で得られたはずの「教養」は別の手段で求めなければなら
なかった。しかし、その反面、家業のしがらみや地域への帰属意識といっ
た枠組みには束縛されずにいられた存在でもあり、東京や大阪のような大
都市間へ移動し、学歴を得ることは、自身の「立身」における「機会」で
もあった。
小学校・中学校の経歴
　次ぎに、小学校の経歴を確認すると、詳細な小学校名が記述として現れ
る人物は限られており分析するに乏しい。とはいえ、彼らが小学校時代で
あった時期の社会的条件を考慮すると、幼少期となる1870～80年代の各
地域におけるエリート育成機関の状況は、学制公布後であったとしても、
近代小学校の存在は各地域行政下に必ずしも整備されていたわけではな
い。
　小学校の経歴と並行的に記述されているのが、塾や漢学者の存在である。
事例を挙げれば、岡山出身の景山長治郎は正誼塾で後藤竹軒に学び、福原
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【表６】都市間移動と学歴

氏名
家系・続柄

出生～幼少時の移動 小学校～中学校時の移動 卒業後の移動 軍志願
語学
職業
スキル

出身地域 在住地 在住地
養子養育・漢学・
塾・師事 学校① 学校② 学校③ 学校④ 職種内容

角田隆郎
千葉 南三原村 千葉 東京 東京

ドイツ語
数学養育 北条小学校 東京英語学校 牛乳販売

配達手伝い

関口六三郎
埼玉 槻川村 東京

渡米
明治義塾

中川義弥
東京 東京市 東京

荒尾精の書生
高等小学校

小泉市太郎
石川 志加浦村 （郷里） 東京 大阪

小学校 慶応義塾 大阪商船学校

国研紀要148（2016.10）

林平も馬場不知姣斎に師事した後、彼らは岡山の名門、閑谷黌に至ってい
る。
　彼らの小学生時代は、漢学から近代技術の取得まで地域におけるエリー
ト育成空間が変容しつつある時期である。明治地方政府のもと再編されて
学校に位置づけられた鹿児島の造士館のように「藩校」としての系譜をも
つ「学校」に幼少期から参加したものもいれば、藩校時習館の廃校から西
南戦争を経て士族層を中心に教育機会が増大した熊本の済々黌や、西薇山
が農民層にまで教育機会を開いた岡山の閑谷黌のように、近代教育が普及
されはじめたなかで新たにその土地で再編された「学校」に加わるものも
いた。こうした状況下において地域の青少年に対する教育機会を繋いだの
はその地域の「儒者」や「私塾」の存在であり、特に、彼らの児童期にお
ける「進路」はこの狭間で左右されている。同時期における「塾」と「学
校」の差を念頭に置いておかねばならない。
　学歴の記述上、最も数多く確認できるのが、やはり中学校相当の存在で
ある。彼らのライフコースにおいて、実質的に都市間の移動を確認できる
のは中学校の経歴からである。ここで「中学校相当」と表現しているのは、
当時の教育制度から一概に「中学校」と判別できない問題がある。1879

年の教育令が布かれてからおよそ1880年代にかけて、地域各地で「近代
学校」が整備されてゆく。しかし、同時期の学校整備における各地域の対
応は様々で、名称の不統一や組織変動の問題が存在する。ここでは便宜上、
1890年の日清貿易研究所開始時を起点として、【表６】に記述した。
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氏名
家系・続柄

出生～幼少時の移動 小学校～中学校時の移動 卒業後の移動 軍志願
語学
職業
スキル

出身地域 在住地 在住地
養子養育・漢学・
塾・師事 学校① 学校② 学校③ 学校④ 職種内容

小槌芳
石川 小松町 （郷里） 金沢

小学校 石川県師範学校

那部武二
石川 大聖寺町 金沢

石川県立専
門学校

山岸浅吉

石川 木郎村 （郷里） 金沢 金沢

小学校 石川県農業学校
不動寺尋常
小学校授業
生 教師補助

和田純
三男

愛知 西尾町 （郷里） 京都
漢学

筒井秋水 小学校代用
教員 同志社

吉原洋三郎
二男

三重 （郷里）
小学校

藤井善助
商人

滋賀 北五箇荘村 （郷里） 京都？ 京都
渡清

養育 憲章小学校
生祥小学校

菁々塾
東南塾 京都商業学校

秦長三郎
二男

京都 京都市 京都
養育 京都商業学校

河本磯平
農民

岡山 河内村 閑谷
正誼塾　後藤竹軒 閑谷黌

景山長治郎
農民

岡山 津山町 閑谷
漢学

馬場不知姣斎 赤坂中学校 源泉学舎

福原林平
長男

岡山 加茂村 閑谷 神戸
漢学

閑谷黌 燐寸製造業

岡田晋太郎
藩士

広島 深津村 東京
養育 独逸協会中学

日高勝太郎
藩士・長男

広島 尾道町 （郷里） 延岡
養育　父死別 小学校 亮天社 宮崎県立中学校

澤本良臣
三男

高知 高知市 大阪 熊本？

養子 大阪中学（→第
三高等学校） 第五高等学校

市川徹弥

福岡 御笠村 福岡 福岡

福岡中学修猷館
福岡県御笠中
学校助教諭、
御笠高等小学
校訓導

岡田兼次郎
藩士・三男

福岡 久留米市 京都 京都
同志社 天龍寺参禅

河北純三郎
二男

福岡 山春村 福岡 東京
養育　父死別

日蓮宗 勝立寺徒弟
（加藤日能）

福岡中学 神田共立学校

鐘崎三郎
祠官

福岡 青木村 福岡 東京 長崎

養鋭学校 成城学校 陸軍幼年学
校（中退）

御幡雅文に中国
語師事、雑貨商
資産家養子、鎮
西日報社員

倉富熊次郎
福岡 水縄村 福岡

福岡中学修猷館

日清貿易研究所出身者の「立身」と教育機会 ⑵
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氏名
家系・続柄

出生～幼少時の移動 小学校～中学校時の移動 卒業後の移動 軍志願
語学
職業
スキル

出身地域 在住地 在住地
養子養育・漢学・
塾・師事 学校① 学校② 学校③ 学校④ 職種内容

郡嶋忠次郎
商人・二男

福岡 篠栗村 （郷里） 福岡 長崎 軍志願
漢学
簿記小学校 糟屋中学校 養鋭学校 正木昌陽 教師

堺与三吉
商人・長男

福岡 和白村 （郷里）
医学

小学校

河野久太郎
藩士・二男

福岡 垂水村 福岡
福岡中学修猷館

向野堅一
農民・四男

福岡 新入村 （郷里） 福岡
秦巌 新入尋常小学校 福岡中学修猷館

永田熊麿
福岡 福岡市 福岡
養育　親離縁 福岡商業学校

原田茂俊

福岡 穂波村 福岡 福岡

福岡中学修猷館
福岡歩兵第24
連隊（除隊、
２等軍曹）

平石安太郎
商人

福岡 福岡市 長崎 福岡 漢学
簿記正木昌陽 遊学 簿記学習

山崎羔三郎
藩士・三男

福岡 吉川村 福岡 鹿児島 福岡 大坂

英語養育　父母死別
海妻甘蔵　筒井勝

英学舎
→鞍手学校
藤雲館

福岡中学
（修猷館）

三州義塾
→帰郷

小伏黒丸小
学校教師

泰西学館
英語塾開校
漢口楽善堂

戸田義勇
藩士・二男

福岡 久留米市 （郷里） 東京
小学校 東京商船学校

青木喬
藩士・二男

福岡 久留米市 （郷里） 久留米
陸士
不合格小学校 久留米中学

校（明善校）

猪田正吉
長男

福岡 久留米市 久留米 大阪
久留米中学
明善校 小学校訓導

大熊鵬
三男

福岡 船越村 久留米
久留米中学
明善校

高橋正二
藩士・三男

福岡 久留米市 久留米 東京

久留米中学校 東京英語学校
英語学会（英
語教授）→高
等小学校教員

三澤信一
藩士・長男

福岡 久留米市 久留米
久留米中学
明善校

末広栄二
藩士

大分 久留米市 佐賀 佐賀 熊本
小学校（福岡） 中学校（佐賀） 第五高等学校

大川愛次郎
佐賀 佐賀市 佐賀 軍志願

漢学中学校 干城学校 楠元碩水

大木熊雄
佐賀 佐賀市 （郷里） 佐賀

軍志願
小学校 干城学校

甲斐靖
藩士・四男

佐賀 佐賀市 （郷里） 佐賀 熊本 歩兵科
下士官
熊本鎮台丹立義塾 小学校 陸軍教導団 小学校教鞭

国研紀要148（2016.10）
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氏名
家系・続柄

出生～幼少時の移動 小学校～中学校時の移動 卒業後の移動 軍志願
語学
職業
スキル

出身地域 在住地 在住地
養子養育・漢学・
塾・師事 学校① 学校② 学校③ 学校④ 職種内容

楠内友次郎
藩士・二男

対馬 田代村 （佐賀） 東京 鹿児島 陸士不合格
売薬行商監督
英語

養子
父死別

厳原藩黌
東明館 日新小学校 東京専門学校 鹿児島県属官

西村忠四郎
二男

佐賀 蓮池村 東京
陸士合格
漢学

志田丙村、木原義四郎
（佐賀）、東宗一（周防）、
正木昌陽（福岡）ら

陸軍士官学校

野中林吉
三男

佐賀 東背振村 佐賀
佐賀中学校

渡部正雄
長男

長崎 島原町 長崎 長崎 長崎
漢学

小学校 英語義塾 長崎中学校
（退学）

右田亀男
藩士・長男

熊本 熊本市 熊本 熊本 熊本
父兄死別　明石華陵 小学校 済々黌 文学館

鳥居赫雄
藩士・三男

熊本 熊本市 熊本 熊本 東京

本山小学校 済々黌 有斐学舎 独逸協会専
門学校

藤城亀彦
熊本 － 熊本 熊本 アメリカ

軍志願
漢学平田平七 小学校 済々黌 カリフォルニ

ア州商業学校

古荘弘
長男

熊本 熊本市 熊本
済々黌 育雄黌

牧相愛
藩士・長男

熊本 熊本市 熊本
済々黌

松倉善家
藩士・長男

熊本 鍋村 熊本
渡清 軍志願

小学校 文学精舎

小浜為五郎
藩士・長男

鹿児島 加治木村 東京
三田英学校

中原毛助
藩士・長男

鹿児島 下谷口村 鹿児島
造士館

成田錬之助
藩士・二男

鹿児島 鹿児島市 京都 鹿児島 鎌倉（東京）
中国游学建仁寺参禅

（黙雷老師） 造士館 円覚寺参禅
（洪川老師）

藤崎秀
鹿児島 加治木村 鹿児島 熊本

軍志願
小烏小学校 郁文館 造士館 済々黌

出所：  江島茂逸（1909）、葛生能世編（1936）、佐々博雄（1997）、対支功労者伝記編纂会編（1936；1941）、野口武（2016b）
より筆者作成。

日清貿易研究所出身者の「立身」と教育機会 ⑵

　中学校の学歴が経歴に刻まれる人物について、同時代的な立身の社会的
条件を考察すれば、官僚任用試験と企業勃興期が重なる時期に「中学生」
となる世代であり、国や地域が主導する産業政策と教育機会が結びつく世
代でもある。
　先ほど述べた幼少期の両親との縁起や小学校までの進路過程を考慮した
場合、各個人で差があるため一概に移動傾向を一般化することはできない。
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とはいえ、そうした社会的背景を加味して彼らの中学校歴を判断した場合、
第一に、地域の「名門校」となる存在が、学歴上の仲介的役割を果たして
いることに気づく。例えば、岡山の閑谷黌では、河本磯平や景山長治郎、
福原林平が同窓であり、後に玄洋社にも関係し政治的人物を多数輩出した
福岡の修猷館では、山崎羔三郎をはじめ、倉富熊次郎や向野堅一、河野久
太郎、原田茂俊らの人物が経歴から確認することができる。このほかにも、
東京や大阪・京都などでは、後の早稲田大学となる東京専門学校や慶応義
塾、独逸協会学校（獨協大学）、同志社、久留米の明善校や、熊本の済々黌、
鹿児島の造士館といった、近代学校の制度発展と共に地域人材の育成にお
いてエリートを排出した学校が、彼ら研究所生たちの学校遍歴における一
拠点となっている。およそ３割程度の人物が地域の「名門校」を経由して
日清貿易研究所へ至ったことになる。
　第二に、総じて確認すると、経歴上に取り上げられている小・中学校は
一つではないことが分かる。久留米出身の高橋正二は明善校を出た後、郷
里を出て上京し東京英語学校へ行っている。福岡の河北純三郎は修猷館か
ら、東京の神田共

きょうりゅう

立学校（後の開成中学・高校）へ至り、後に大阪朝日
新聞などで名をはせる鳥居赫雄（素川）は父兄弟に先立たれた後、済々黌
を経て上京し、有斐学舎や独逸協会専門学校に至っている。関西方面では、
愛知の西尾から京都の同志社へ至った和田純や、久留米から同志社へと移
動した岡田兼次郎らがいる。小泉市太郎は東京、大阪とふたつの大都市を
移動している。これらの人物は大都市へ出て「上京遊学」を志したパター
ンであるが、多数の人数を日清貿易研究所に送った九州地域では、九州の
各都市間を渡り歩いているものも多い。彼らがどこを目指すのかといえば、
当然、それは学歴を求めて都市部の学校へ移動したということになる。
　第三に、学歴とあわせて獲得するのが、より専門的な知識としての「ス
キル」であった。彼らは郷里在住の段階で、塾への通学や漢学者へ師事し
ていれば、中学校入学までの素養として漢籍を通じて「漢学」を獲得する。
長崎など「洋学」の盛んであった地域は「蘭学」が入り交じる可能性もあ
る。中学校卒業後に渡清している人物も存在し、商家の出自である藤井善
助と、熊本藩士の松倉義家は、「遊学」の地として海外へと出ている。
　漢学以外にも、「洋学」へ目を向けて「語学」を獲得しようとした人物
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として確認できるのは、角田隆郎（東京英語学校）や小浜為五郎（三田英
学校）、渡米を果たす古荘弘（カリフォルニア州実業学校）らであり、経
歴上から欧米言語（英語、ドイツ語）を獲得した姿勢が見て取れる。この
ほかに、旧藩エリート層の系列校以外にも、この当時成立していた「専門
学校」に入学しているものも一定数確認することができる。特に福岡商人
出自の郡嶋忠次郎や平石安太郎は「簿記」獲得の記述が見える。前者の郡
嶋は卒業後、長崎で教師を続けながら獲得したのに対し、後者の平石は長
崎へ遊学した後、福岡へ戻り簿記を学習している。これら「商業」上のス
キル獲得に対しては、商船学校へ通った小泉市太郎や秦長三郎・藤井善助
（京都商業学校）、戸田義勇（東京商船学校）、鳥居赫雄（独逸協会専門学校）
らもカリキュラム上学習したことが考えられる。

２　学校卒業後の就職者と移動

　日清貿易研究所参加者のなかには一定数、中学校卒業後に職に就いてい
るものが存在する。なかでも最も多いのが教師の存在である。この当時、
公立にせよ私立にせよ近代学校のもとで育成された、より専門的知識をも
つ教師の数は現場には不足していた。
　例えば、修猷館を卒業した市川徹也は「中学校教諭」の後「小学校訓導」
として教師職を転々とし、明善校を出た三澤信一は、英語学会で英語の教
授をした後、高等小学校教員に就いている。彼らが中学校卒業後に教員へ
スライドしていることは、学校を出た「専門」性のある人材として地域社
会において就業機会に恵まれたことを物語っている。
　同時期の職業空間と学歴は必ずしも直接結びついていたわけではない。
職業先としての場も未成熟であったことは考えられる。このため、彼らが
こうした近代学校の場で専門知識を獲得したとしても、「立身」の手段は
限定的であったことも考えられる。とはいえ、彼らの「学校移動」におけ
る社会的行動が、地域移動の差となって経歴に現れていることは、同時期
において新たに地域社会内部で整備されつつあった「学校」の存在が「立
身出世」における職業遍歴の場のひとつとして成立していたとみることが
できる。
　このほかに、学校卒業後に就職していたものたちの存在として指摘でき
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ることは、「苦学」の様子が記述に現れていることである。彼らが日清貿
易研究所にたどり着くまでに、ライフヒストリーの前半生として、両親と
の係わりや近代学校への参加の系譜が、言わば容易ならず、かつ苦心しな
がら「上京苦学」し、後に「成功」へ至るのだという経歴が刻まれる。
　先ほど上京した存在として指摘した角田隆郎は、父不在のため養育を受
け、上京してドイツ語を獲得した後、日清貿易研究所参加までに牛乳販売
や配達手伝いをこなしていた。同じく父を亡くして養育を受けた鐘﨑三郎
は、門前の徒弟となった頃に母も失い、上京を果たし陸軍幼年学校へ入学
するが、兄も死別したため、長崎で御幡雅文（日清貿易研究所教師）に中
国語を学びつつ、雑貨商の養子となっていた。

３　軍への道

　彼ら研究所生たちの都市移動と学歴取得を見た場合、日清貿易研究所以
外にも当然選択肢が複数存在していた。ここまで見てきたように、研究所
に参加したものたちは、およそ中学校卒業程度の年齢あるいは専門知識を
有していたと言えるが、彼らの進路志望先のひとつとして経歴から浮かび
上がってくる存在が、軍への志願である。
　経歴上、軍を志願したものたちは12名を確認することができる。彼ら
はおよそ中学校入学の際の志望先として軍を選択している（16）。彼らが中学
生であった当時、1874年にすでに陸軍士官学校が設立されていたが、1880

年代の各地域社会において軍を志願するものは、各地域で設置されていた
軍の準備学校（予備士官学校）を経由して、陸軍士官学校の受験に備えて
いた。
　彼らのなかで軍属を果たしているのは甲斐靖、西村忠四郎、原田茂俊で
ある。佐賀出身の甲斐靖は陸軍教導団へ入り、熊本で教師を経た後、歩兵
科下士として熊本鎮台に配属されている。西村忠四郎は、上京して陸軍士
官学校へ入学しており、荒尾の下で参謀本部の「密偵活動」を兼ねて中国
語習得の語学育成がなされていたと考えられる（17）。原田茂俊は修猷館を出

（16） 「将校生徒の社会的背景」（廣田照幸　1997：第４章）が参考になる。
（17） 同時期陸軍参謀本部の諜報活動については、（村上勝彦　1981）。（小林一美　2008）。（関誠　

2008；2016）。
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た後、福岡歩兵第二四連隊に入隊（二等軍曹）したが、除隊して日清貿易
研究所へ至っている。
　郡嶋忠次郎は、宗像・糟屋両郡で代々酒造を生業とし、郷里から正木昌
陽の塾で漢学を積み、小学校、糟屋中学校（初等中学校）を経た後、養鋭
学校に入っている。鐘﨑三郎は養鋭学校で郡嶋と共にするが、彼は上京し
て成城学校で準備期間を置いた後、陸軍幼年学校へ入学するも、兄の死に
よって郷里に戻っている。
　小浜為五郎の父、成田氏興は鹿児島士族で、西南戦争の参加を経て、維
新後に姶良郡郡長となった「郡県の武士」であった。その薫陶を受けた為
五郎は、海軍を志願したが、胸囲不足で不合格となった。このほか、不合
格になった人物として、青木喬（痔疾）や楠内友次郎（視力不足）がいる。
大川愛次郎や大木熊雄は佐賀の干城学校に通っている。
　以上のように、こうした人物は、それぞれの家系の一つのルートとして
選択したケースや、兄の死、父親あるいは家の影響により軍を志願したケー
スのように、軍への所属を果たすことも、彼らの「立身」の手段の一つで
あった。

４　遊学の地としての上海と日清貿易研究所、荒尾精の講演活動の意味

　前節でみたように、彼らの学歴と都市間移動の関係性から日清貿易研究
所生の経歴を分析した場合、身分や家業の影響を受けつつ、学業あるいは
軍に所属した後、「近代」的技術を獲得することで社会上昇を目標として
いたことが分かる。彼らは各地域の拠点となる都市へ「上京遊学」を目指
し、自身の環境にあわせた「近代的学校」へ入学を果たすことが、「立身」
のひとつの手段でもあった。
　1880年代後半になると、東京や大阪の大都市を中心として小中学校を
はじめ専門学校が成立し、学業立志の選択肢は広がってゆく。しかし、日
清貿易研究所へ入所する直前の経歴を追ってみた場合、地方都市に在住し
ているものが多く、東京や大阪に在住したものは少ない。また、学歴から
都市間移動が判明するもののうち、他学校へ就学中の身であったものや、
職に就いているものも一定数存在している。そうした人物は日清貿易研究
所の入所志願において、学校や職業先を辞退してから日清貿易研究所へ移
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動しているものもいる。こうした彼らの地域間移動や社会的職業移動の経
歴から考えた場合、彼ら自身の「立身」における選択肢のひとつとして上
海の日清貿易研究所を「遊学」先に選んだと考えることができる。
　荒尾精らが日清貿易商会構想実現のために入所者募集を開始した頃は、
実質、彼ら研究所生自身が、より実現可能な「立身」の手段を模索し、積
極的に都市間を移動し始めていた時期である。すでに前稿で明らかにした
ように、荒尾は漢口から引き揚げ、参謀本部に「復命書」を提出して清軍
の実情や日本の対清情勢への判断を示した後、軍事以上に経済活動に主軸
を置いた対外的対抗手段として日清貿易商会実現の活動へとシフトし、そ
の協力者を得るための全国演説を行った。
　この荒尾の「商会構想」は、彼が当時行った演説活動の『博多青年須読』
に残されている。ここで指摘しておきたいことは、荒尾の演説活動が、あ
る程度地域社会で反応を得ていることである。
　荒尾は1889年12月21日、博多に至り、修猷館にて生徒600余人、及び
博多商業学校の生徒60余人、福岡博多の実業家・有志者を集めて勝立寺
でも演説を行った。荒尾が前後して各地で演説活動を行ったなかで、博多
を例に取ると、この演説は新聞報道され、「実業者の感覚を惹起すこと大
方ならす、各地の有志者は争ひて其研究生徒の募に応んとし」たという。
特に、福岡市、久留米市、糟屋郡、御笠郡では「公費」によって派遣され
ることが議論され、その人物の選定は地域の在地権力者（名望家）に委ね
られた。福岡市では、平石安太郎と永田熊雄の二名が公費として推挙され
た。これ以外にも、太田勘太郎、吉原恒三郎をはじめ、中原毛助（父・尚
雄は福岡で警務部長）、香月梅外（父・恕経は玄洋社、衆院議員）、福井六
郎、三澤亀太郎、市川徹弥（次郎吉）、大熊浅次郎（辞退）が「自費」と
して出願した。また那珂郡（部落聯合町村会）では、二名の候補者を予定
し、番外書記の松本俊之助が起案している。しかし、学費補助が否決され
たため、後日、那珂・席田・御笠の三郡の聯合会に再度提出したところ、
市川徹弥の派遣が決定され、「協議会」の「協議費」から支給されること
が聯合会・町村会で可決された。糟屋郡では、糟屋郡部落の郡嶋忠次郎（篠
栗村）、北部落において堺与三吉（三苫村）の二名が選出され、部落の協
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議費による支給が決定された（18）。
　同時期の北九州地域は鉱山開発をはじめとする政治的経済的基盤が結集
化されてゆく時期でもある。こうした地域の「有志者」によって「海外に
子を遊学させる」という「協議」が地域内部で諮られたことは、地域人材
の育成手段のひとつとして日清貿易研究所へと「遊学」させることへのあ
る程度の「合意」（期待感）が存在したことが考えられる。
　ただし、一方でこうした一定の政治的基盤や組織の場が結集しきれてお
らず、地域のプッシュアップが受けられなかった人物、あるいはそうした
場に縁起のない人物は、自身で学費を工面する算段を取らねばならなかっ
た。
　日清貿易研究所の学費（月謝）は、１ヶ月につき11圓50銭を各家庭か
ら学校へ納入し、衣食住から学用品すべてを学校から支給することとなっ
ていたが、当時、この高額な学費に対して参加者全員が必ずしも工面でき
たわけではなかった（19）。そうした人物は、各地域や所属した学校や会社の
人脈関係のなかで、「有能な学力」を示すことで、「学資パトロン」を見つ
けて資金援助をしてもらうことが常であった。
　例えば、小池信美（福島藩士、東京にて出生）は、阿部家家臣の父・須
藤信甲のもとから七歳で養父・小池信徳に養子に出されたが、養父信徳は
風雅の道に入り、家道が振るわなかったため、17歳（明治22年）に単身
渡清し、領事館に身をよせて中国語を学習した後、厦門へ渡り商事会社に
勤務していた。角田隆郎は伯父角田佳一（東京大学医学部）にドイツ語を
学ぶ傍ら、15歳で上京し、東京英語学校（神田錦町）に通学し、夜間は
私立学校にて数学を学ぶと同時に母方叔父窪田氏のもとに寄寓、牛乳販売
と配達手伝いを行っていた。また白岩龍平は親戚筋を頼り上京を果たした
が、縁が途絶えて放浪生活を送った後、新聞社の丁稚として「苦学」を積
んでいたことで知られる。
　小池は単身渡清した後、外地の一拠点であった領事館で「教養」取得し

（18） （江島茂逸　1909）。
（19） また小遣銭として週に15銭が研究所生に支給されていた。学費11圓50銭と小遣銭15銭を

あわせると、年に145圓80銭の計算になる。香月梅外「日清貿易研究所時代の思ひ出」（九
州時事論社編輯部　1941：296）。
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た後、商社勤務を果たして自身で学資を稼いでいたのに対し、角田は親戚
筋による職業斡旋、上京後に没落しかけた白岩は「上京苦学」コースのメ
インロードを歩んだと言える。

おわりに

　以上のように、日清貿易研究所の研究所生たちの入所までに至る動向を
まとめると、以下の点を指摘することができる。
　第一に、日清貿易研究所の入所者は、年齢差、出身地域、身分の異なる
存在であった。彼らは1871年生まれを中心に最大13歳差の年齢差がある
層を形成し、25県にわたる様々な地域の出自である。郡県の武士として
家名を維持できていた士族から、戦乱などにより没落しかけていた士族、
維新を前後して蓄財し得た豪商や富農、社会の流動化に乗じて上昇移動を
可能にした下層商人や小農といったように、彼ら個々の身分も様々であっ
た。当然、各々がたどってきた道は異なり、日清貿易研究所が登場した時
期には中等学校相当の教育機会を得たばかりのものから、すでに教師とし
て就業しているものまで存在した。
　第二に、彼らの「学歴」に基づく移動経路を捉えた場合、彼らは地域間
を移動しながら社会的地位上昇のために学歴を求めていた。1880年代に
は殖産興業による地域経済の発展あるいは地域課題への取り組みが各地域
で実施され、地域側でも将来を担う人材育成の手段として「近代学校」が
整備されていった。同時期に整備された「学校」の存在は、地域人材を流
動化させたと同時に社会的移動を促す役割を果たしており、そうした流れ
の中で、彼ら研究所生たちは幼少期から青年期に至るまで、行動可能なも
のは都市に設置された教育機会の場へ移動し、漢学や医術といった教養か
ら小中学校の学歴まで獲得していった動向を確認することができる。
　第三に、彼らは自身の将来に即して「実社会」に役立つための「技術習
得」を「教育機会」に求めていた。彼らは幼少期から青年期にかけて、そ
の土地の名士あるいは家業的縁起によって「教養」を得ていった。職業選
択の自由と近代教育の整備は「立身」の選択肢を増やしたが、肩書きとし
ての「学歴」だけではなく、自身の将来の「出世」のために必要な語学あ
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るいは商業技術や経験を獲得しながら都市間移動を果たしていったと考え
られる。研究所開校の段階で、すでに働いているものもいれば、中学校教
育のまっただ中にいるものもいた。年齢上、切りよく中学校の「卒業履歴」
を得ることができなかったものたちは、職や学校を辞してから海外へも
渡っている。このことは経歴上において純粋な「学歴」のみを求めに行っ
たわけではなく、より実質的な技術習得（実務貿易）を重視して「立身」
を遂げようとしたことが考えられる。
　以上のように、彼らの青年期における経歴から当時のライフコースに課
された諸条件を整理すると、1880年代における青年層の「社会流動化の波」
を背景に、個々の立場においても家名あるいは家業の存続 ･再興・衰退阻
止といった様々な社会的条件が浮かび上がってくる。彼らは地域あるいは
個別の条件に左右されながらも、私塾や学校といった教育の場で優秀な成
績を修め、近代的知識と社会的技術を備えれば社会上昇の機会を得ること
が可能な時代を迎えていた。
　彼らがそうした社会的地位上昇を企図して自身の「立身出世」を果たす
ために、その「雄飛」の場を日清貿易研究所に求めたとき、地域社会にお
ける基盤整備や家族（両親）あるいは家業の存在を前提に、親世代や地域
の名士的存在の社会的縁起によって自身の出世ルートを開拓する必要が
あった。そうした人物たちにとって日清貿易研究所の存在自体は、同時期
に多様化した「立身」の選択肢の一つとして現れたと言える。
　荒尾精が地域社会の実業家や青年に対して「商権恢復」に基づいて対清
実業の方策を声高に説いて歩いたときには、こうした社会流動化の最中に
各地域を移動する人物たちに対して、数ある「立身」の機会のひとつとし
て、彼らに「教育機会」の「経路」を提供したと考えられる。
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中⽂摘要

关于日清贸易研究所毕业生的
“立身行动” 和教育机会（2）

野口　武

　　1890年创立了日清贸易研究所，以培养贸易业务员为目的的教育机关。
本文在《国际问题研究所纪要》第147号发表内容的基础上，讨论关于日清

贸易研究所的社会身份和职业的构成、从年幼时到参加研究所的社会移动状

况、荒尾精的学生募集活动的意义。
　　而总结出，参加日清贸易研究所的人员，存在年龄、出身、地域等的各

种不同的差异，他们为了社会地位上升移动地域之间寻求学历，同时他们获

得了对自身和社会的将来有用的艺术。由此，笔者分析1880年代的青年层

的社会条件，考察日清贸易研究所的存在意义。


